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北陸高等学校（福井）

令和4年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会

（ 火 ） 会　　場

高松宮記念杯第73回全日本高等学校ハンドボール選手権大会

試　合　結　果　・　戦　評　報　告　書

競技日 2022 年 8 月 松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

得点合計

11 前　　半 12

2 日

種　　別 男子

チーム名

浦和学院高等学校（埼玉）

24
第１延長前半

回　　戦 準々決勝

チーム名

戦　　　　　　　　評

　今春の選抜ベスト8の浦和学院と準優勝の北陸高校の対戦。序盤北陸の㉑栃尾⑰

緑川が連続でシュートを決め早速リズムを掴む。対する浦和は⑤石井がすぐに取り

返すが、後が続かない。北陸ＧＫ⑫宮田のビッグセーブに阻まれ、ことごとくチャ

ンスをつぶされた。その間に北陸は⑳鍋島④原らが着実に得点し、浦和ＧＫ⑯阿部

の好セーブに苦しみながらも開始10分で5対1とリードする。ここから浦和が逆襲を

開始。②井上⑧大久保⑦榎本④平岡がしぶとく得点し、18分に7対7に追いついた。

その後は交互に得点し、12対11の北陸1点リードで折り返した。

　後半、北陸はＧＫを①山崎に交代。この采配が勝敗を大きく左右することとなっ

た。序盤北陸がアグレッシブなディフェンスから㉑栃尾⑤長谷川⑩永森らが得点す

れば、浦和は⑦榎本⑧大久保⑤石井が鋭い動きで取り返す。両チームともなかなか

連続で得点できない中、リズムをつかみかけたのは浦和。コートを大きく使って

カットイン、サイドシュートを打ち込み北陸ゴールに襲い掛かる。しかし、そこに

立ちふさがったのが北陸①山崎だった。ノーマークシュートをことごとくはじき返

す。チーム一体となって気迫のセービングを続け、北陸ゴールに蓋をし続けた。浦

和も最後までゴールを狙い続けたが、29対24で北陸が勝利した。

記載者氏名 石丸　敬之


	m44_第４試合　男44　公式記録.pdf
	m44_コミセン男44 (第４試合)ランスコ.pdf
	m44_第4試合　男44 .pdf



